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Ⅰ 学力調査実施の概要 

 

 １ 調査の趣旨 

   本市児童生徒の学力の実態を把握するとともに、課題を明らかにして学習指導の 

  改善を図ることにより、確かな学力を育成する。 

 

 ２ 調査対象 

   小学校 第２～６学年 

   中学校 第１～２学年 

 

 ３ 調査実施日 

   小学校 : 令和５年１２月１９日（火） 

   中学校 : 令和６年 １月１０日（水） 

 

 ４ 調査教科及び調査時間 

   小学校：第２～６学年  国語（４０分）、算数（４０分） 

   中学校：第１～２学年  国語（４５分）、数学（４５分）、英語（４５分） 

※出題範囲は、当該学年で学習した内容 

   

 ５ 使用検査紙 

   「標準学力調査」（東京書籍株式会社） 

 

 ６ 調査人数 

 

 

 
 

 

国 語 算数・数学 英 語 

調査 

人数 

実施率 

［％］ 

調査 

人数 

実施率 

［％］ 

調査 

人数 

実施率 

［％］ 

小学校 8586 96.2 8587 96.2 ― ― 

中学校 3249 91.7 3247 91.6 3247 91.6 

 

合  計 

 

11835 94.0 11834 93.9 3247 91.6 

 



Ⅱ　学力調査結果の概要（経年比較）
※全国値の正答率を50.0とした場合の換算値

１　小学校（上尾市全体）　
（１）同学年比較

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数

令和５年度 49.6 48.9 48.7 48.6 49.4 49.5 50.2 48.3 51.0 50.2 48.8 47.8
令和４年度 48.6 48.0 48.2 48.7 49.1 49.0 48.6 47.8 50.5 49.9 46.8 44.7
本年度増減 1.0 0.9 0.5 -0.1 0.3 0.5 1.6 0.5 0.5 0.3 2.0 3.1

（２）同グループ比較

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数
令和５年度 49.4 49.5 50.2 48.3 51.0 50.2 48.8 47.8
令和４年度 48.2 48.7 49.1 49.0 48.6 47.8 50.5 49.9
本年度増減 1.2 0.8 1.1 -0.7 2.4 2.4 -1.7 -2.1 

２　中学校（上尾市全体）
（１）同学年比較

国語 数学 英語 国語 数学 英語 国語 数学 英語

令和５年度 50.3 51.0 51.8 49.9 51.0 52.5 50.7 50.9 51.1
令和４年度 50.4 51.7 52.4 51.5 53.1 53.4 49.2 50.2 51.4
本年度増減 -0.1 -0.7 -0.6 -1.6 -2.1 -0.9 1.5 0.7 -0.3 

（２）同グループ比較

国語 数学 英語

令和５年度 50.7 50.9 51.1
令和４年度 51.5 53.1 53.4
本年度増減 -0.8 -2.2 -2.3 

３　小学校（上尾市全体）

（１）同学年比較

第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

第４学年→第５学年 第５学年→第６学年

第１学年→第２学年

全　　体 第１学年 第２学年

第２学年→第３学年 第３学年→第４学年

全　　体 第２学年

47.0
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54.0

R4 R5

国語

47.0

48.0
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Ⅲ　考察
　１　標準スコアの結果から　※標準スコアは全国値の正答率を５０としたときの換算値

　（１）小学校

　　　ア　同学年比較

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数

令和５年度 49.6 48.9 48.7 48.6 49.4 49.5 50.2 48.3 51.0 50.2 48.8 47.8

令和４年度 48.6 48.0 48.2 48.7 49.1 49.0 48.6 47.8 50.5 49.9 46.8 44.7

本年度増減 1.0 0.9 0.5 -0.1 0.3 0.5 1.6 0.5 0.5 0.3 2.0 3.1

　　　イ　同グループ比較

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数

令和５年度 49.4 49.5 50.2 48.3 51.0 50.2 48.8 47.8

令和４年度 48.2 48.7 49.1 49.0 48.6 47.8 50.5 49.9

本年度増減 1.2 0.8 1.1 -0.7 2.4 2.4 -1.7 -2.1 

　（２）中学校

　　　ア　同学年比較

国語 数学 英語 国語 数学 英語 国語 数学 英語

令和５年度 50.3 51.0 51.8 49.9 51.0 52.5 50.7 50.9 51.1

令和４年度 50.4 51.7 52.4 51.5 53.1 53.4 49.2 50.2 51.4

本年度増減 -0.1 -0.7 -0.6 -1.6 -2.1 -0.9 1.5 0.7 -0.3 

　　　イ　同グループ比較

国語 数学 英語

令和５年度 50.7 50.9 51.1

令和４年度 51.5 53.1 53.4

本年度増減 -0.8 -2.2 -2.3 

第６学年

第４学年→第５学年 第５学年→第６学年

第１学年 第２学年

第３学年 第４学年 第５学年

　同学年比較では第２学年の国語と数学を除くすべての学年、教科で昨年度の結果を下
回った。また、同グループ比較では、すべての教科で伸びが見られなかった。なお、標準
スコアについては、第１学年の国語を除いて標準スコアが５０を上回っており、基礎的・
基本的な学力は定着していると考えられる。

　同学年比較では第２学年の算数を除いて、すべての学年、教科で昨年度を上回っ
た。また、同グループ比較では、第４学年の算数、第６学年の国語、算数を除いた学
年、教科で伸びが見られた。なお、第４学年国語、第５学年の国語と算数では、標準
スコアが５０を上回った。昨年度よりも数値を伸ばした学年、教科については、学力
向上プランや学力調査結果等を活用するなどして授業改善、学習内容の習熟を図った
取組が結果に表れたと考えられる。

第２学年→第３学年 第３学年→第４学年

全　　体 第２学年

第１学年→第２学年

全　　体
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２　各問題の内容ごとの正答率の結果から

（１）小学校

　　　ア　第２学年

　【国語】

【算数】

　情報と情報との関係について理解し、相手に伝わるように事柄の順序を考えて話す
ことに課題がある。指導に当たっては、行動や経験の時間的な順序、物事や対象を説
明したり紹介したりする際の事柄の順序、話の構成に関わる順序などを考えられるよ
うに指導することが重要である。

　かさの単位の関係を理解し、大小関係を判断することに課題がある。具体物
を用いるなどして、かさの単位の関係を正確に理解し、その大小関係を根拠を
もって説明することができるようにすることが重要である。
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　　　イ　第３学年

　【国語】

【算数】

　情報と情報との関係について理解し、中心となる語や文を見付けて要約す
ることに課題がある。指導に当たっては、段落の中心となる語や文を前後の
段落と関連させて考えることや、文章の構成に着目して考えさせていくこと
が重要である。

　余りのある除法の答えの確かめ方を説明することに課題がある。（割る
数）×（商）＋（余り）が、割られる数になることを式を示しながら理解さ
せるとともに、繰り返し指導することが重要である。また、身近な数学的事
象を言葉や数、式などを用いながら表現する力の向上が求められる。
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　　　ウ　第４学年

　【国語】

【算数】

　単位換算、小数の計算、グラフの読み取りにそれぞれ課題がある。単位の意
味を正しく理解すること、数のまとまりに着目し小数を整数に換算して正しく
計算できるようにすること、グラフが何を表しているのかを言葉で正しく書か
せることがそれぞれ重要である。

　情報と情報との関係について理解し、理由や事例などを挙げながら話すこと
に課題がある。指導に当たっては、相手が知らないことについて丁寧に理由付
けしたり、相手にとって理解しやすい事例を挙げたりするなど、相手のことを
踏まえて理由や事例を選ぶよう指導することが重要である。
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　　　エ　第５学年

　【国語】

【算数】

　２つの数量の関係をもとに事象を説明することや、表を用いて道のりの平
均を求めることに課題がある。２つの異なる数量の関係から割合を算出し、
その割合が何を意味しているのかを理解することが重要である。また、平均
の計算方法を式を書きながら計算できるように指導することが重要である。

　連用修飾語についての理解に課題がある。指導に当たっては、文を構成す
る語句に着目させ、「何を」や「いつ・どこで・どのように」などに当たる
語句と、「～する」などに当たる語句との関係を明確にし、文の中での語句
と語句の係り方について理解させていくことが重要である。
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　　　オ　第６学年

　【国語】

【算数】

　（整数）÷（分数）の計算に課題がある。除法は乗法にして計算できること
を、途中式を書きながら繰り返し練習することが求められる。また、逆数につ
いて正しく理解することが重要である。

　敬語の理解と活用及び説明文の構成や要旨を把握することに課題がある。敬語について
は、使用する場面を具体的にイメージするなどして言葉の意味や使い方を理解することが必
要である。説明文の構成や要旨を把握することについては、説明文を構成するまとまりの役
割について理解することや、各段落の重要な部分を読み取るために筆者の主張や前後の段落
との関係に着目させることが重要である。
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（２）　中学校

　　　ア　第１学年

　【国語】

【数学】

　歴史的仮名遣いの理解について課題がある。指導に当たっては、歴史的仮名遣いの
読み方の決まりについて理解すること、教師が範読をする際に歴史的仮名遣いの部分
を読むスピードに変化をつけて生徒に読み方を意識させること、単独の文字だけでな
く単語で理解させることなどが重要である。

　事象を数学的に解釈し、そのグラフが何を表しているのかを考察する力に課
題がある。グラフが何を表しているのかを理解するために、２つの変数を正し
く理解するとともに、問われている内容を正確に理解して解決できる力を身に
付けることが求められる。
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【英語】

 　　　イ　第２学年

　 【国語】

　指定された長さで文章を書くなど、文章を書くことに課題があり、無回答
率も高い。指導に当たっては、それぞれの段落に書く内容を明確にするなど
して文章を書かせたり、どのように段落を設けるかや設けた段落をどのよう
な順序で展開するかなどを考えさせたりすることが重要である。

　長文から必要な情報を読み取り、その内容をふまえて返信するために、適
切な語を選ぶことに課題がある。指導に当たっては、繰り返し用いられてい
る語句や、同じ内容を言い換えている表現、文章中の問いかけなどを手掛か
りにして、最も大切な語句や文を選ぶ活動を行うことが大切である。
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【数学】

【英語】

　連立方程式を数学的に説明することに課題がある。２つの変数が何を表して
いるのかを正しく理解することが重要である。また、２元１次方程式が２つ存
在する理由が正しく説明できるよう、日々の授業で触れていくことが求められ
る。

　長文を読み取り、その要点を捉えて自分の考えを書くことに課題がある。要点を捉
えるための指導に当たっては、文章全体を通して読み、複数の情報の中から、場面や
状況に応じて、書き手がもっとも伝えたいことは何かを判断する活動を行うことが重
要である。また、読んだことをもとに、自分の考えなどを話したり書いたりして表現
するなど、領域を統合した言語活動を行うことが重要である。
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Ⅳ　まとめ
（１）成果

（２）課題

（３）今後の取組

ア　学力調査結果の効果的な活用

イ　「学力向上プラン」を軸としたＣＡＰＤサイクルの確立

国・県の学力調査で、自校の課題や学力の伸
びを分析する。

問題を解くために求められる力や学力の伸ば
した取組を把握する。

学力を伸ばす手立てを検討し、１０月から実
施するプランを作成する。

「学力向上プラン」に基づき、授業改善と学
力向上の取組を実施する。

　各校では、学力調査結果を基に、児童生徒一人一人の課題を的確に把握するととも
に、学力調査分析結果を効果的に活用するなど、よりきめ細やかな指導が実施できるよ
う授業改善を行う。
　上尾市教育委員会では、学力調査結果から焦点化された課題について、具体的かつ効
果的な取組が行われるよう、「学力向上プラン」の内容について精査する。さらに、学
校訪問や研修会等を通じて、各校で作成された「学力向上プラン」を踏まえ、教員一人
一人が学習指導の工夫・改善を図ることができるように積極的な支援を行っていく。

　４月及び５月に実施される国や県の学力・学習状況調査と、１２月及び１月に実施さ
れる上尾市の学力調査のそれぞれの結果に基づき、各校で作成されている「学力向上プ
ラン」の見直しを年２回行う。定期的に「学力向上プラン」を見直すことで児童生徒の
状況を的確に把握し、教育課程の編成や学習指導の工夫、改善を行うなど、課題に対し
て早期に改善策を講じることができるようにする。

Act

Plan

Do

Check

Do

　小学校では、国語における漢字の読み書きや、算数における四則計算の技能について
の問題で正答率が高い。このことは、各校で作成されている「学力向上プラン」におい
て、学力向上のための授業改善策として、少人数指導や習熟度別指導などの個の実態に
応じた学習形態の工夫や、一部教科の教科担任制などに継続的に取り組んできた成果で
あると考える。
　中学校では、国語における説明的な文章や文学的な文章の読み取り、英語における文
法事項などを中心に、全国の平均正答率と同等か平均正答率を上回る問題が多く、基礎
的・基本的な学力が定着していると考えられる。

　小・中学校ともに、根拠や問題文の条件に沿って自分の考えを説明したり、既習の学
習内容を関連付けながら解決したりする問題に誤答や無回答が多い傾向にある。
　自分の考えの根拠を明確にすることや、問題の意図を解釈すること、既習事項との関
連を意識しながら問題に取り組むことなどを日常の授業の中で意図的に行なうととも
に、児童生徒一人一人の理解度に合わせた学習を行うことが重要であると考える。

Act

Plan

上尾市学力調査結果から、各学年の学習内容
の定着の様子や取組の成果を分析する。

各学年で取り組むべき課題を焦点化し、年度
内に手立てを講じる。

授業改善の視点や具体的な手立てを検討し、
4月から実施するプランを作成する。

「学力向上プラン」に基づき、授業改善と学
力向上の取組を実施する。

Check
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